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1月 13日 (日 )、 新春恒例の高森町消防団出初式と通常点検が

盛大に開催 されました。

午前 8時半、高森駅を出発 した全団員315名 は阿蘇広域消防
本部のラッパ隊を先頭に誇 らしく堂々と行進。沿道の皆さんの

注目を浴びていました。

出初め式では、今村町長や飯千消防団長等が「火事は一瞬に

して尊い生命、財産を奪ってしまう恐いもの。防火、防災の意

識を団員はもちろん、住民の皆様に強く持っていただきたい。」

とあいさつ。

永年勤続消防団員の表彰後、通常点検 (競技)では高森中学
校少年消防隊と高森幼稚園の幼年消防クラブも参加して、一生

懸命に練習 した成果を披露。消防団員に負けない演技に大きな

拍手が送 られていました。

その後、別所の堤で一斉放水が行われ出初式を終えました。

分列行進

日謁謝冒器日
9分団 (小倉原を除く色見 )
2分団 (社倉を除く草部・芹口・菅山)
8分団 (上色見全域・色見小倉原 )

●

1位

2位

3位

Ｏ

ｔ特別養護老人ホーム梅香苑の「詩吟教室」

梅香苑では、お年寄 りに楽 しい苑生活を過ごしていた

だけるよう、養護教育の一環として絵画・肥後狂句 。生花 。

俳句教室等が開かれています。

12月 20日 には詩吟教室が開かれ、お年寄 りは楽 しいひ

とときを過ごしました。(13ページに関連記事記載 )

1.水と緑と土の |こあい、いつぱい

2.伝統を重んじ、文化の薫る潤い

3.老人を大切 |こ し、子どもの夢を

4.勤労を尊び、産業を振興し活力

5.スポーツに親しみ、心身をきた
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詩吟教室で長崎トミ子さんに贈られた詞

隊防１ヽ′円年少校学中森音向すま
てつま決こ事見 高森幼稚園幼年消防クラブも元気よく参加

の住みよい町にします。

のある町 |こ します。

育て幸せな町にします。

のある町にします。

え健全な町 |こ します。
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MItグ 写浙浴.の,ス

確
認
し
て
く
だ
さ
い

固
定
資
産
税
課
税
台
帳

平
成
１４
年
度
固
定
資
産
税
課
税
台

帳
の
縦
覧
を
左
記
に
よ
り
実
施
し
ま

す
の
で
、
縦
覧
期
間
中
に
、
そ
れ
ぞ

れ
お
手
持
ち
の
資
料
と
、
固
定
資
産

税
課
税
台
帳
の
照
合
・確
認
を
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
　
間
３

月

１

日

～

３

月

”

日

（土
曜

。
日
曜
を
除
く
）

■
場
　
所
　
高
森
町
役
場

○
税
務
課
固
定
資
産
税
係

○
高
森
中
央
出
張
所

○
草
部
出
張
所

○
野
尻
出
張
所

■
時
　
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
そ
の
他

償
却
資
産
課
税
台
帳
に
つ
い
て
は

税
務
課
固
定
資
産
税
係
で
縦
覧
し

て
く
だ
さ
い
。

役
場
　
税
務
課
　
固
定
資
産
税
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
６
３
）

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受
付
を

行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
２
月
２２
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

式
典
で
は
、
今
村
町
長
や
来
賓
各

位
が
「成
人
と
な
れ
ば
い
ろ
い
ろ
と

大
人
と
し
て
の
権
利
が
発
生
し
ま
す

が
、
そ
の
分
、
人
と
し
て
当
然
果
た

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
や
責
任

も
生
じ
ま
す
。
成
人
と
し
て
の
自
覚

を
持
ち
、
若
い
力
を
社
会
に
貢
献
し

て
く
だ
さ
い
。
」
と
激
励
。
成
人
者

一

人
ひ
と
り
が
、
あ
ら
た
め
て
大
人
と

な
る
決
意
を
胸
に
し
て
い
た
よ
う
で

し
た
。
式
典
に
は
中
学
時
代
の
恩
師
３
名

も
出
席
し
、大
人
の
仲
間
入
り
を
し

た
教
え
子
た
ち
の
晴
れ
姿
に
感
動
し

町
か
ら
の
記
念
品
を
受
け
取
る

木
下
正
子
さ
ん

（高
森
）

も
し
も
し
健
康
情
報

熊
本
県
保
険
医
協
会
で
は
、
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
健
康
情
報

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

２
月
の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

ホ
ス
ピ

ス
っ
て
ど
ん
な
と
こ

ろ

？

■
木
　
口
臭

■
金
　
せ
き
が
長
引
く
と
き
は
？

■
土

ｏ
日
　
子
官
筋
腫

※
モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

・

３

８

５

・

３

３

０

０

て
い
ま
し
た
。

式
後
、各
地
区
代
表
に
よ
る
意
見

発
表
や
記
念
撮
影
な
ど
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、久
々
に
あ

っ
た
旧
友
た
ち

と
成
人
を
祝

っ
て
街

へ
繰
り
出
し

た
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
若

い
力
で
明
る
く

楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

に
貢
献
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

各
地
で
の
成
人
式
が
何
か
と
取
り

ざ
た
さ
れ
ま
し
た
が
、本
町
の
成
人

式
は
す
ば
ら
し
い
も
の
だ

っ
た
事

を
報
告
し
ま
す
。

交
通
安
全
宣
言

橋
本
和
佳
さ
ん

（高
森
）

レ
C

日
Ｈ

火
火

ユ
↑
１
　

〓̈
ロ

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
心
配
ご
と
相

談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

草
部
地
区

■
と
　
き
　
２
月
１５
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

野
尻
地
区

■
と
　
き
　
２
月
２１
日

（木
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
３
月
５
日

（火
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

■ ■ ■ い
水 火 月

°

阿蘇広域行政事務組合消防本部

電言舌0967-34-0099

●   ●

●   ●

晴
れ
や
か
に

１
月
３
日
の
午
前
１０
時
か
ら
、
高
森
町
成
人
式
が
林

業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
町
で
成
人
を
迎
え
る
の
は
１
３
１
人
。
町
内

で
仕
事
に
励
む
人
や
熊
本
市

・
遠
方
に
就
職
、
就
学
し

て
い
る
人
な
ど
、
正
月
の
帰
省
者
を
含
め
１
０
５
人
が

式
に
参
加
し
ま
し
た
。

―
　
　
　
　
」
ロ
レ

成
人
式
成
人
者
代
表
宣
誓

荒
牧
　
大
さ
ん

（高
森
）

本
国
、
私
た
ち
が
新
成
人
と
し
て

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
踏
み
出
す
に
あ

た
り
、
こ
の
よ
う
に
麻
大
な
式
を
挙

げ
て
出
発
を
祝

つ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

今
ま
で
の
私
た
ち
は
、
両
親
や
地

域
社
会
の
保
護
の
も
と
に
過
ご
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
で
も
、
今
日
か
ら

は
違
い
ま
す
。
私
た
ち
は

一
社
会
人

と
し
て
、
責
任
あ
る
社
会
生
活
を
営

む
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
。
大
い
な

る
誇
り
で
あ
り
、
大
い
な
る
喜
び
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
未
知
の
世
界

に
対
す
る
不
安
も
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
私
た
ち
に
、
た
だ
い
ま

い
た
だ
き
ま
し
た
先
輩
方
か
ら
の
励

ま
し
の
お
言
葉
に
何
よ
り
も
力
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
も
、
こ
れ
か
ら

休

日

在

宅

医

診
療
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

立

野

病

院

Ｔｅ‐
③
‐
０
１
１
１

寺

崎

医

院

Ｔｅ‐
②
‐
０
３
７
８

南
郷
谷
整
形
外
科

Ｔｅ‐
②
‐
３
３
５
１

渡

辺

内

科

Ｔｅ‐
⑦
‐
１
７
７
７

後

藤

医

院

Ｔｅ‐
⑦
‐
０
０
１
９

立

野

病

院

Ｔｅ‐
③
‐
０
１
１
１

南
阿
蘇
ク
リ
ニ
ッ
ク

Ｔｅ‐
⑦
‐
２
０
３
０

藤

本

医

院

Ｔｅ‐
⑦
‐
０
０
２
０

平

田

医

院

Ｔｅ‐
②
‐
０
２
１
６

ノD
酉己

C´

２

月

１０

日

２

月

Ｈ

日

２

月

１７

日

２

月

２４

日

３

月

３

日

３

月

１０

日

３

月

１７

日

３

月

２１

日

３

月

２４

日

都合によ り変更になる場合があ ります。

テ レホ ンサービスでお確 かめ ください。

■ 町社 会福祉協議 会ヘ

<香典返 し> 古澤慶男 山諸仁昭 荒牧覺
楢木野久光 本田隆清 岩下和子 工藤知子
本田峰子 中尾弘子 谷川日出男 芹口誓彰
<一般寄付> 本田虎太郎
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おめでた・おくやみ

2001.12月 受付分   敬称略

(12月 末 日現在 )

llL帯数 2,617(-1)
男  3,724( -4)
女  4,023(-1)
総 数 7,747(-5)

■広 報送料寄付

本田慶二 (長野県佐久市 )

甲斐サエ子 (東京都西東京市 )

津留和博 (愛知県名古屋市 )

人口の動 き

ず え な が <
お 幸 せ に

や み
しあ げ ます

く

う

お
も

12.  1

／

１

ヽ

／

１

ヽ

、

／

１

１

、

／

１

ヽ

ヽ

12.  1

12.11

12.21

善 貴 の 灯

ヽヽ
お
ヽ
ン

な

隕

男

　

女

住

津

永

中

上

芹

下

所

留

野

園

在

口

町

獅

夫

母

父

妻

父

夫

ム
Ｈ

Ｊ́

　

．
ｒ
ｌ

市
心

裕
美

城
敦

父

け

父
け

平サ′ヽ 1勝 也ちゃん
(ド町) 12.4生

伊東  |1向 ちゃん
(チ巴i重 )  12.11′ li

あ りがとラございました

(敬称略 )

上色見・ 前 原
八  代  ||∫
高 森 ・ H召 和
高 森 ・ 昭 和

高 森 ・ 津 留
11色 見・東中原

中 ・ 祭 場
高  千 lι : |‖」

増也

覺

誓彰

カエ

死 亡 者 年齢

夫

雄

信

春

日

本

芹

塚

津留 光義 73
古澤カキエ 89
安方 書射 85
荒牧 嘉子 66

御 遺 族
津留アキ子

古澤 慶男

サ

方

牧

日

本

安

荒

芹

塚

後 藤

(本屋 )

丸 山

(宮脇 )

津 留

(除田 )

矢津田

(工藤 )

敏 次
英理子

倫 司
まゆみ

大 輔
梨 香

博 文
和 美

お知 らせのページ
■
■

(2)
今度の温泉館休館日 2月 20日 (水)/3月 20日 (水 )

(17)
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ア
ビ
リ
ン
ピ

ッ
ク
く
ま
も
と

２
０
０
２

（第
２６
回
全
国
障

害
者
技
能
競
技
大
会
）
出
場

者
募
集
中
―

ア
ビ
リ
ン
ピ

ツ
ク
は
、全
国
の
障

害
者
が
機
械
系
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
系

な
ど
２１
の
職
種
で
技
能
を
競
う
大
会

で
す
。
県
で
は
大
会
出
場
に
意
欲
の

あ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
期
間
　
３
月
５
日
（火
）ま
で

■
大
会
日
程

１０
月
２５
日

（金
）
か
ら
２７
日

（日
）

■
開
催
場
所
　
パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本

県
立
技
術
短
期
大
学
校

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
庁
技
能
五
輪

・
ア
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク
推
進
室

Ｔ
Ｅ

０

９

６

●

３

８

７

●

１

９

１

９

又
は
高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会

Ｔ
Ｅ

２

・

２

１

５

８

熊
本

‐‐
県‐‐，
ル
バ
■
スー‐‐‐着
―
ツ

交
流
大
会
参
加
者
募
集
■
・

・

一
●
一
　
　
　
　
●
●
●

シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、高

齢
者
の
方
々
の
健
康
づ
く
り
・生
き

が
い
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
交
流
大

〈
ム
で
す
。

■
大
会
日
程

５
月
１３
日

（月
）
～
１８
日

（土
）

■
競
技
種
ロ
　
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓

球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ

タ
ン
ク
、
ゴ
ル
フ
、健
康

マ
ラ
ソ
ン
、

弓
道
、剣
道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

太
極
拳
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

サ
ッ
カ
ー
の
１４
種
目

■
会
場
　
競
技
種
目
に
よ
つ
て
異
な

り
ま
す
の
で
、
リ
ー
フ
レ
ツ
ト
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
参
加
資
格
　
６０
歳
以
上
の
人
（昭

和
１８
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

ヽ
、ン

プ
く■
申
込
期
間

２
月
１８
日
（月
）
～
３
月
１８
日
（月
）

■
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

（申
込
書
）
の
設

置
場
所
　
高
森
町
役
場
保
健
福
祉

課
、
教
育
委
員
会
、
高
森
町
社
会
福

祉
協
議
会
等

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先

財
団
法
人
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

熊
本
市
南
千
反
畑
町
３
‐
７

熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

ｏ

３

５

４

・

３

０

８

３

住
宅
の
パ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

推
進
し
ま
す

●
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
必
〓女
性

急
速
な
高
齢
化

２
０
１
５
年
に
は
、
我
が
国
の
国

民
４
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
な
り
、

全
世
帯
の
４
割
が
高
齢
者
を
含
む
世

帯
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
遅
れ

高
齢
者
の
約
９
割
が
在
宅
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、手
す
り
設
置
や

段
差
の
解
消
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
が
な
さ
れ
た
住
宅
は
、全
住
宅
の

約
３
割
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

●
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
進
め
る
た
め
に

持

家

の

バ

リ

ア

フ

リ
ー
化

高
齢
者
自
身
が
持
家
を

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る
場

合
、
生
存
時
の
ロ
ー
ン
の

返
済
を
軽
く
す
る
住
宅
金

融
公
庫
の
特
別
な
融
資
制

度
が
あ
り
ま
す
。

賃
貸
住
宅

の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化

高
齢
者
向
け
の
優
良
な

賃
貸
住
宅
を
設
置

・
改
良

す
る
場
合
、
国
や
地
方
公

共
団
体
か
ら
の
補
助
や
税

制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
た
め
の
工
夫

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め

に
は
、
住
宅
を
新
築
す
る
際
に
、
将

来
の
改
造
に
備
え
、あ
ら
か
じ
め
設

計
上
の
工
夫
を
し
て
お
く
と
改
造
が

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は

熊
本
県
土
木
部
住
宅
課
計
画
係

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

１

３

８

３

１

１

１

１

１

（内
線
６
２
４
６
）

アビリンピックくまもとよЮ12

大会キヤラクター

「ハートテクちゃん」

記念行事の司会進行は

吉良慎太郎さん (高森 )
と後藤彩花さん (高森 )

●   ●

●

一スひとり ″欠ち

'そ
%詢ンだ

成人者代表意見発表の間に、20歳の抱負をインタビュー

成ス者代表意月発表
■
ハ
引
化
４縮

果̈

　
（
５
百
万
円
以
上
）

●

阿
蘇
南
部
技
能
士
組
合
は
、
こ
れ

ま
で
に
梅
香
苑
の
火
山
灰
除
去
作
業

や
台
湾
大
震
災
復
興
支
援
等
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し
て
き
て
お

り
、
本
町
で
は
約
３０
名
の
会
員
が
い

ま
す
。
高
齢
者
世
帯
や
障
害
者
世
帯
で
、

「
戸
の
開
け
開
め
が
ス
ム
ー
ズ
に
で

き
な
い
」
と
か

「
雨
の
日
に
雨
漏
り

が
す
る
」
な
ど
で
お
困
り
の
方
、
軽

微
な
住
宅
修
理
を
引
き
受
け
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、修
理
に
か
か
る
材
料
代
に

つ
い
て
は
実
費
を
負
担
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
ご
希
望
の
方
は

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会

ＴＥＬ
２
・２
１
５
８
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

の
人
生
を
生
き
抜
こ
う
と
す
る
決
意

だ
け
は
持

っ
て
お
り
ま
す
が
、
な
ん

に
せ
よ
若
業
者
で
す
。
困
難
に
ぶ
つ

か

っ
て
決
意
の
く
じ
け
る
こ
と
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま
づ
い
て
、

よ
ろ
め
く
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
時
は
い
ま

一
度
、
私
た
ち

に
手
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。
先
輩
方

の
尊
い
人
生
経
験
を
私
た
ち
の
お
手

本
と
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
前
途
が
平
穏
無
事
な
こ

と
で
は
な
い
こ
と
は
私
も
知

っ
て
お

り
ま
す
。
先
輩
方
の
激
励
と
ご
指
導

を
支
え
と
し
て
歩
き
出
す
党
悟
で
あ

り
ま
す
。
い
つ
の
日
に
か
振
り
返

っ

た
と
き
、
よ
く
頑
張
ち
た
と
堂
々
と

胸
を
張
れ
る
よ
う
な
人
生
を
歩
み
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
本

日
こ
の
よ
う
に
盛
大
な
式
を
挙
げ
て

出
発
を
祝

っ
て
く
だ
さ

っ
た
皆
様
方

へ
の
恩
返
し
で
あ
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
二
十
年
間
、
人

事
に
育
て
て
く
れ
た
両
親
に
対
し
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
人
生

の
中
で
、
少
し
ず

つ
で
も
恩
返
し
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
お

り
ま
す
。

皆
様
、
本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た
。

高齢者世帯・障害者世帯を対象に

ボランティアで

あなたの住宅を修理します

阿蘇南部技能士組合

役場の支払目 2/15(金 )2/25(月 )3/5(火 ) 時間9時から15時まで
(16)(3)

工   事   名 工  期 請負金額(円 ) 請 負 者

上玉来地区水道施設工事

(1工区)

H13.12.25
～ H14.3.15

8,599,500 西田建設(株)

大切畑・下切線

道路改良工事

H13.12.25
～ H14.3.25

28,056,000 m佐藤建設

色見環状線

道路改良工事

H13.12.20
―ヽH14.3.25

19,845,000 1資 1池田建設

境ノ谷川災害復旧工事
H13.12.28
～ H14.3.20

8,736,000 m後藤建設

高尾野川災害復旧工事
H13.12.28
ヽ́ H14.3.20

5,355,000 m古澤建設

水上川災害復旧工事
H13.12.28
´ヽ―H14.3.20

8,862,000 帥藤本組

お知 らせのページ
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福祉係からのお知らせ コ
〓

一■
■
日
■０一口ａ
校学全亀

π
ぽ 日常」児童扶養手当はがんばるお母さんのサポーター

「児童扶養手当」は児童扶養手当法に基づいて、父母の離

婚などにより父親と生計を同じくしていない児童を養育さ

れている母子家庭等の生活の安定と自立を助け、児童福祉

の増進を図ることを目的として支給されます。

l①受給対象となる児童の範囲は…

●父の死亡や父母の離婚で父と生計を同じくしていない児童。

●未婚の母の児童

●その他いろんな要件により対象となる場合があります。

②手当の額はいくら…

児童 1人のときは月額42,370円、2人目のときは、

5,000円 、3人以上のときは 1人当たり3,000円 を加算

した額が支給されます。ただし、所得による制限があり

ます。

児童が18歳に到達した最初の3月 31日 まで支給され

ます。

③次のような場合は手当は支給されません。

●昭和60年 8月 1日 以降に手当の支給要件に該当してか~ 
ら5年を経過しても請求しなかった場合。

●児童が、父または母の死亡について支給される公的年

1  金給付を受けることができる場合、及び母または養育
者が公的年金給付を受けられる場合。(国民年金法に基

‐ づく老齢福祉年金を除く)
●その他状況により支給されないことがあります。

母子家庭医療助成制度

母子家庭における母と子の健康を保持し、その

家庭の経済的負担を軽減することにより、自立助

長と家庭生活の安定を図るため母子家庭の医療費

の一部を助成する制度です。

☆受給対象者は ?

受給対象者の範囲は児童扶養手当制度とほぼ

同じです。

☆医療費の一部負担金の2/3を助成します。

母子寡婦福祉貸付制度

県では、母子家庭及び寡婦(夫と死別して再婚し  ●
ていない方)に対して、生活の安定と向上のため貸

付を行っています。

貸付には、事業開始資金、修学資金、就職支度資金

など13の貸付がありますのでぜひご利用ください。

申請は、役場窓口でできます。

いよいよ今年 4月 から、毎週土曜日を休みとする「完全学

校週 5日 制」が、全国すべての学校で始まります。

子どもたちの学校外での時間が増え、家庭や地域での教育

の機会がこれまで以上に重要になります。

学校の授業も、ゆとりの中で、子どもたち一人ひとりの「生

きる力」を育てるために教育の内容が変わります。

生 きる力 とは

●子どもが自分で課題を見つけ、自ら学び、

自ら考え、主体的に判断 し、行動 し、よ

りよく問題を解決する力

●自らを律 しつつ、他人と協調し、他人を

思いやる心や感動する心など豊かな人間

性とたくましく生きるための健康と体力

学校週 5日 制になると、子 どもたちの生

になったり、塾通いが多 くなったが不

する

規則

のではありませんか
'

♂｀完全学校週 5日 制は、子どもたちが土・日を利用して、家

庭や地域社会の中で生活体験・スポーツ活動など、さまざま

な活動や経験をすることにより、望ましい人間形成を図るた

めのものです。受験勉強だけをしていたり、何もしなかった

りするのでは、学校週 5日 制の趣旨が生かされません。

子どもたちが学ぶ場所は、学校や塾だけではありません。

家庭や地域、熟関係者なども学校週5日 制の趣旨を理解し、子

どもたちが豊かな体験ができるよう、地域の大人たちが協力

して対応する必要があります。

●

●   ●

完
全
学
校
週
５
日
制
で
、
毎
週
土

曜
日
が
休
日
に
―
・
子
ど
も
た
ち
に

と

つ
て
は
、
と

て
も
う
れ
し

い

ニ
ュ
ー
ス
で
し
ょ
う
。
な
ん
と
い
っ

て
も
、
休
み
の
日
は
家
庭
や
地
域
で

学
校
の
授
業
と
は
全
然
違
う
こ
と
を

体
験
し
た
り
、
自
分
の
好
き
な
こ
と

を
思
い
き
り
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
。隔
週
土
曜
日
休
み
の
現
在
で
も
、

ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
土
曜
日

の
休
み
を
有
意
義
で
楽
し
い
と
感
じ

て
い
る
よ
う
で
す
。

「休
日
が
増
え
た
ら
勉
強
の
時
間

が
減

っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
が

落
ち
て
し
ま
う
の
で
は
」
と
心
配
す

る
大
人
た
ち
も
い
ま
す
が
、
子
ど
も

た
ち
の
学
び
の
時
間
は
年
中
無
体
で

す
。
学
校
で
の
授
業
だ
け
で
な
く
、

家
庭
や
地
域
で
過
ご
す
時
間
も
、
子

ど
も
た
ち
は
そ
こ
で
の
活
動
や
体
験

を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学

ん
で
い
る
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

科
の
知
識
だ
け
で
な
く
、
生
活
の
中

で
必
要
な
ル
ー
ル
や
思
い
や
り
、
や

さ
し
さ
と
い
っ
た
内
面
的
な
も
の
も

学
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

ら
は
、
学
校
だ
け
で
な
く
、
家
庭
や

地
域
社
会
な
ど
生
活
全
体
で
学
ぶ
も

の
で
す
。

完
全
学
校
週
５
日
制
は
、
子
ど
も

た
ち
が
豊
か
な
体
験
に
よ
っ
て
豊
か

な
心
を
育
め
る
よ
う
、
家
庭
や
地
域

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
な
ど
の

機
会
を
も

っ
と
増
や
し
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
そ
し
て
学
校
、
家

庭
、
地
域
社
会
が
互
い
に
協
力
し
、

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
に
「生

き
る
力
」
を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、　
完
全
学
校
週
５
日
制
に
な
る
の
？

子
ど
も
た
ち
の

「生
き
る
力
」
を
育
て
る
た
め
に

〈
あ
な
た

わ
た
し
も

こ
の
世
で

一
人

共
に
広
げ
よ
う
人
権
の
輪

〉

↓

考
え
て
み
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

国
籍
、
性
別
、
年
齢
、
名
前

・
…

そ
れ
を
取
り
除
い
た
あ
な
た
は
何
な

の
か
、
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？
あ
な
た
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な

情
報
を
取
り
除
い
て
も
、あ
な
た
に

は
個
性
が
あ
り
、

存
在
な
の
で
す
。

ち
が
　
　
そ
ん
ざ

い

ほ
か
ｈ
じ
カ
ーー

の
人
と
は
ち
が
」遅

つヽ

違
う
存
在
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ

の
違
い
を
、
個
性
を
大
切
に
す
る
。

こ
れ
が

「人
権
」
を
尊
重
す
る
こ
と

で
す
。

誰
で
も
大
切
に
さ
れ
た
い
と
い
う

思
い
は
同
じ
で
す
。
自
分
を
大
切
に

す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、他
の
人
も

大
切
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、他
の
人
を
大
切
に
す
る

と
い
う
こ
と
は
、実
際
に
は
ど
う
す

る
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
な
に
よ

り
も
、
あ
な
た
は
自
分
が
好
き
で
す

か
？
自
分
で
自
分
を
大
切
に
し
て
い

じ

ゅ
う

み
ん
せ

い
か

つ
か

■

住
民
生
活
課

同
和
対
策
係

じ

ん

　

け

ん

「
　
Ａ
八
　
鼻
牲
「　
」

だ

れ

《
　
と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
は
誰
で
す
か
？
　
》

あ
な
た
は
、
自
分
が

「誰
」
だ
か

ま
す
か
？
自
分
を
大
切
に
で
き
る
人

は
、
他
の
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

今

一
度
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
直

し
て
み
た
い
も
の
で
す
。

学校での学力

のように変わ

の評価はど

りますか つ

A子 どもたちの学力を単なる知識の量
のなでとらえるのでなく、自ら学ぶ意

欲や思考力、判断力、表現力などを身に

つけているかどうかも含めて評価され

ることになります。

ど

う
わ
た

い
さ
く
が

か
り

(4)

制度についての

詳 しいお問い合わせは一

役場保健福祉課 福祉係

2-1111(内 線 121、 1 22)

れ のれそ ぞ
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阿蘇南部地区交通安全協会
.・ ‐■ .                                            |||■

・ |||.

夜間のウォーキング等の事故防止に

.             |               ′
=E4々

蛍 光 ウ ィ ン ドブ レ ー カ
~(反
射材付き)を   1幽

恰

価格  1,000円 (税込み )
(定価2,500円 のところ 1,500円 は協会負担)

交通安全協会 (高森警察署内)で販売しています。

☆お願 い☆

●夜間、早朝はできるだけ明るい服装で出かけ、反

射材やライトを持ちましょう。

●道路を横断する際も、できるだけ明るい場所を

渡りましょう。右・左・右の確認をしっかりしま

しょう。

からのお知らせ

電動車椅子用安全旗

チll:米「`・・・:事 :古交に,生オつオしないように.
(定価750円は協会負担 )

配布場所 交通安全協会又は最寄の駐在所へ申し

込み。

●車椅子の方が ドライバーに目立つ旗です。

●電動車椅 ■は、歩行者と同じ右側通行です。

^′
●

完
全
学
校
週
５
日
制
に
な

っ
て
、

土
曜
日
の
休
み
が
増
え
た
分
、学
校
で

の
授
業
時
間
は
減
り
ま
す
が
、授
業
の

内
容
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

文
部
科
学
省
が
学
校
・学
年
ご
と

に
教
え
る
べ
き
内
容
を
定
め
た
「学

習
指
導
要
領
」
も
、
完
全
学
校
週
５

日
制
に
併
せ
て
改
訂
さ
れ
て
い
ま

す
。
新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、

ゆ
と
り
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
に

「生
き
る
力
」
を
育
成
す
る
こ
と
を

基
本
的
な
ね
ら
い
と
し
、
左
の
よ
う

な
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
重
視
し
た
教

育
内
容
に
変
わ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、次
の
よ
う
な
点
が

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

◆
授
業
時
数
　
完
全
学
校
週
５
日
制

で
教
育
を
行
う
た
め
、
授
業
時
数

は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
週
当
た
り
２
単

位
時
間
少
な
く
な
り
ま
す
。

◆
教
育
内
容
　
す
べ
て
の
子
ど
も
が

共
通
に
学
ぶ
内
容
は
、
社
会
生
活
を

営
む
う
え
で
必
要
と
さ
れ
る
基
礎

的
・基
本
的
な
内
容
に
厳
選
す
る
と

と
も
に
、子
ど
も

一
人
ひ
と
り
が
興

味
・関
心
等
に
応
じ
て
選
択
で
き
る

幅
を
拡
大
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
が
ゆ
と
り
の
中
で

じ

っ
く
り
学
習
し
、
基
礎

・基
本
を

確
実
に
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

◆

「総
合
的
な
学
習
時
間
」
の
新
設

子
ど
も
た
ち
が
社
会
の
変
化
に
対

応
し
、
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
た

め
に
は
、
教
科
等
で
学
ん
だ
知
識
を

用
い
て
自
ら
課
題
を
発
見
し
、自
ら

学
び
、
自
ら
考
え
る
力
が
必
要
で

す
。
そ
う
し
た
力
を
育
む
た
め
に
、

体
験
的
な
学
習
や
問
題
解
決
的
な
学

習
を
重
視
し
、
「総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
を
新
設
し
ま
す
。
総
合
的
な

学
習
の
時
間
で
は
、各
学
校
が
創
意

工
夫
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
教
育
活

動
を
展
開
し
ま
す
。

学
校
の
授
業
は
ど
う
変
わ
る
の
？

新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
目
指
す
も
の

●   ●

●   ●

ヽ 1
′ /

習指導要領のポイン ト

①豊かな人間性や社会性、国際社会に生きる

日本人としての自覚を育成する。

②自ら学び、自ら考える力を育成する。

③ゆとりのある教育活動を展開する中で、基

礎・基本の確実な定着を図り、個性を生か

す教育を充実する。

④各学校が創意工夫を生かし、特色ある教

育、特色ある学校づくりを進める。

新しい学習指導要領等は、幼稚園では平成

12年度からスター トしており、この 4月 か

らは小学校・中学校でも全面実施されます。

(高等学校は平成15年度入学生から実施。盲

学校・聾学校・養護学校ではそれぞれの学校

段階に準じて実施されます。)

こんなところが変わります

■
小

・
中
学
生

に
よ
る

環
境
活
動

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
は
、
小
・

中
学
生
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
る
、

自
然
観
察
や
環
境
保
護
活
動
な
ど
を

行
う
ク
ラ
ブ
で
す
。
一
緒
に
活
動
す

る
仲
間
を
集
め
、協
力
し
て
く
れ
る

大
人
（サ
ポ
ー
タ
ー
）
が
決
ま
れ
ば
、

す
ぐ
に
活
動
を
始
め
ら
れ
ま
す
。

全
国
で
活
動
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
は

毎
年
増
え
て
い
ま
す
。
い
ま
で
は
約

４
千
３
百
の
ク
ラ
ブ
が
登
録
し
て
い

て
、
７
万
５
千
人
を
超
え
る
子
ど
も

た
ち
が
、
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
会
員

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

①
仲
間
を
集
め
る
（数
人
～
２０
人

程
度
）

②
協
力
し
て
く
れ
る
大
人
に
サ
ポ

ー
タ
ー
を
お
願
い
す
る

③
役
場
の
企
画
観
光
課
企
画
係

に
申
し
込
む

と
い
う
簡
単
な
登
録
手
続
き
を
行

え
ば
、
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
全
国
事

務
局
か
ら
、手
帳
や
バ
ッ
ジ
な
ど
の

「
ス
タ
ー
タ
ー
キ
ッ
ト
」
が
届
き
ま

す
。
お
金
は
か
か
ら
な
い
の
で
、
友

達
を
集
め
て
気
軽
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

●
大
人
の
方

々

へ

子
ど
も
た
ち
が
環
境
に
つ
い
て

の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
環
境
を

大
切
に
す
る
心
を
学
ん
で
は
し

い
・
‥
こ
う
し
た
思
い
か
ら
、
環

境
省
で
は
平
成
７
年
度
か
ら
全
国

の
小

・
中
学
生
を
対
象
に

「
こ
ど

も

エ
コ
ク
ラ
ブ
」
事
業
を
行

っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
か
ら

「
こ

ど
も

エ
コ
ク
ラ
ブ
」
へ
の
協
力
を

依
頼
さ
れ
た
大
人
の
方
々
に
は
、

申
し
出
を
快
く
引
き
受
け
、
サ

ポ
ー
タ
ー
に
な

っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
活
動
を
始
め
る
に
は
？

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
に
参
加
す
る

こ

十
い
、

■
お
問
い
合
わ
せ
は

役
場
　
企
画
観
光
課
　
企
画
係

ＴＥＬ
２
・
１
１
１
１
（内
線
２
１
２
）

＼ 1

／
　
一

一　
　
／

読む・書く・計算など、日

常生活に必要な基礎的・基本

的内容を繰 り返して学習さ

せ、習熟させます。

教科はこれまでの 9教科、

道徳、特別活動に「総合的な

学習の時間」が新設。

小学校教育の基礎のうえに、社

会生活に必要な基礎的・基本的な

内容を確実に習得させるととも

に、選択学習の幅を拡大し、個性

を伸ばします。

必修教科に外国語を追加。教科

は、これまでの必修教科、選択教

科、道徳、特別活動に「総合的な

学習の時間」が加わります。

右

・
反
射
材
付
き

蛍
光
ウ
ィ
ン
ド

ブ

レ
ー
カ
ー

左

。
電
動
車
椅
子
用

安
全
旗

交
通
安
全
宣
言
駅
伝
大
会

開
催
の
お
知
ら
せ

２
月
２４
日

（日
）

午
前
９
時
４０
分

高
森
駅
前
ス
タ
ー
ト

皆
さ
ん
の
参
加
と
応
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

駐
在
区
及
び
職
場

（
一
チ
ー
ム

ー０
人
）
、
オ
ー
プ
ン
参
加

（学
校

・

ク
ラ
ブ
な
ど
）
も
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

申
込
み
。
お
問
い
合
わ
せ
は

教
育
委
員
会
　
ＴＥＬ
２
・
１
１
１
１

完全学校週 5日 制の実施に伴

い、授業時間数がこれまでよ

り短縮

ゆとりの中で、基礎・基本を

確実に習得させるため、共通

に学ぶ教育内容を厳選

「総合的な学習の時間」を

新設 し、体験的・問題解決

的な学習を実施

あなたも

「2ども工Э々ラづ」ご

婚動しませれガ?

環境省 0高森町

( 14)

(資料提供=文部科学省 )
(5)

例 えば中学校では,優えば小学校では…

昨年の大会から
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慮の構会 颯鋏鰤砂麓́鯵ざ鷹麟でいる

2月 16日 から いよいよ 各地区毎に税の申告が始まります。菫

納税相談の日程は下記のとおりです。           轟
早めの申告をお願いします。               11111
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中告はできるだけ各中告受付会場ですませましょうc

3月 13日以降は混雑が予想され、長時間お待ち願うことがあり

ます。

高森町役場 税務課 町民税係 TEL 2-1111(内線 164・ 165)

14
ふⅢ~4

メモヽ~,・

筵
)ヽ

,
7,
「 ゝ
,■

賛
ル

1ヽ11サ
I1111111illllヽ

ア

教
壼
』象

)を

しヽ

幕
●   ●
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料枷
一ド曜
梅
香
苑

１２
月
２０
日
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
梅
香
苑
で
最
後
の
詩
吟
教
室
が
開

か
れ
ま
し
た
。

梅
香
苑
の
詩
吟
教
室
は
内
田
秀
憲

さ
ん

（横
町
）
・佐
竹
邦
雄
さ
ん

（下

町
）
・後
藤

一
夫
さ
ん

（天
神
）
の
協

力
に
よ
り
、
昭
和
６２
年
１２
月
に
始
ま

り
毎
月
２
回
の
割
合
で
、
現
在
ま
で

に
約
３
３
０
回
の
講
座
を
開
い
て
き

ま
し
た
。

町
の
話
題
や
昔
話
。現
在
の
世
相

話
等
を
お
年
寄
り
た
ち
に
伝
え
な
が

ら
の
詩
吟
教
室
で
、
お
年
寄
り
に
は

大
好
評
で
し
た
が
、
内
田
さ
ん
ら
３

人
も
高
齢
に
な
り
満
足
の
い
く
講
義

が
で
き
な
く
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
教

室
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

内
田
さ
ん
ら
は

「教
室
で
は
、
か

え

っ
て
私
た
ち
の
方
が
教
え
ら
れ
る

こ
と
が
多
々
あ
り
、感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
職
員
の
皆
さ
ん
の

暖
か
い
介
護
の
下
、悠
々
と
余
生
を

送

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

お
年
寄
り
か
ら
は
、
「長
い
問
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
お
礼

の
言
葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

な
お
、内
田
さ
ん
ら
に
よ
る
詩
吟

教
室
は
今
回
で
終
了
で
す
が
、
今
後

は
職
員
の
皆
さ
ん
に
よ
り
継
続
し
て

い
く
予
定
で
す
。

肥

後

狂

句

む

つ
か
し
さ
　
腹

入
合
が
計
ら
薇
ん

今
日
は
イ
ヴ
　
渥
台
じ
ゃ
油
売

っ
と
薇
ん

よ
う
よ
ん
こ
て
　
七
い
る
る
項
の
ダ

ム
エ
事

願
か
け
て
　
色
落
ち
海
笞

ィ
な
ら
ん
ご

つ

む

つ
か
し
さ
　

中ヽ
国
の
ネ
ギ
合
わ
ん
な
ん

今
日
は
イ
ヴ
　
腕
白
の
夢
十
え
な
ん

く

つ
ろ

い
で
　
本
姜
さ
ん
に
ゃ
見
せ
ん
顔

今
日
は
イ
ヴ
　
宿
直
理
の
能

ェ
こ
つ
が

今
日
は
イ
ヴ
　
施
設
じ
ゃ
慰
閂
待

っ
と
ろ
う

願
か
け
て
　
こ
う
の
と
り
待
ち
焦
が
ね
と
る

た

い
し
た
も
ん
　
日
よ
り
も
見
ゆ
る
指
の
先

し
み
じ
み
と
　
話
せ
る
人
の
お
ら
ん
ど
か

願
か
け
て
　
一二
億
円
が
当
た
る
ご
て

卜
ｒ
　

　

　

　

　

　

　

　

■
ノ

剰
”　
　
　
　
　
宅

廃
校
の
決
ま
り
し
子
ら
に
時
雨
道

小
春
日
の
窓
関
け
及

つ
ふ
一鈴
か
な

人
匁
杏
た
旅
木
と
な
り

て
空
を

つ
く

ほ
ろ
ほ
ろ
と
む
か
ご
は
上

へ
逹
う
け
り

小
春
日
の
い
で
湯
の
里
の
神
楽
升

今
さ
か
さ
広
げ
引

っ
張
る
む
か
ご
蔓

さ
ざ
波
の
さ
や
け
き
子

の
浜
サ
き

確
定
申
告
書
等
の
様
式
が

Ｏ
Ｃ
Ｒ
用
紙
と
な
り
ま
し
た

Ｏ
Ｃ
Ｒ
用
紙
と
は
、
記
載
さ
れ
た

文
字
を
直
接
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
読
み

取
り
ま
す
。

記
入
及
び
提
出
に
当
た

っ
て
は
、

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①

□
の
枠
内
か
ら
数
字
が
は
み
出

さ
な
い
よ
う
に
一
文
字
ず
つ
黒
の

ボ
ー
ル
ペ
ン
で
丁
寧
に
記
入
し
て

く
だ
さ

い
。

②

確
定
申
告
書
等
に
は
「提
出
用
」

と

「控
用
」
が
あ
り
、
「控
用
」
は

Ｏ
Ｃ
Ｒ
用
紙
と
は
な
っ
て
い
ま
せ

ん
か
ら
、
提
出
に
当
た
っ
て
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

③

記
載
さ
れ
た
文
字
を
直
接
コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
で
読
み
取
り
ま
す
の

で
、
申
告
書
等
を
折
り
曲
げ
た

り
、汚
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ

い
。

④

申
告
書

へ
の
添
付
書
類
は
、
申

告
書
第
二
表
の
裏
面
に
添
付
し
、

青
色
決
算
書
や
収
支
内
訳
書
を
申

告
書
と
と
も
に
提
出
さ
れ
る
場
合

は
、申
告
書
第

一
表
に
ホ
ツ
チ
キ

ス
や
の
り
で
留
め
ず
、
用
紙
の
間

に
挟
み
込
む
か
ク
リ
ッ
プ
止
め
し

て
く
だ
さ
い
。

⑤

申
告
書
は
、
で
き
る
だ
け
税
務

署
か
ら
送
付
し
た
も
の
か
、
コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
に
よ
る
読
み
取
り
に
対
応

で
き
る
用
紙
を
使
用
し
て
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て

お
早
め
に

所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
は
、
２

月
１６
日

（土
）
か
ら
３
月
１５
日

（金
）

ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、期
限
間

近
に
な
り
ま
す
と
申
告
会
場
が
大
変

混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

所
得
税
は
、あ
な
た
自
身
が
所
得

や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
納
税
す

る
と
い
う
申
告
納
税
制
度
を
と
っ
て

い
ま
す
。

確
定
申
告
は
あ
な
た
の
昨
年

一
年

間
の
事
業
や
収
入
の
総
決
算
と
も
い

え
る
も
の
で
す
。
事
業
を
し
て
い
る

方
は
も
ち
ろ
ん
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

方
で
も
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
方
は
、
是
非
、
自
分
で
書
い

て
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
お
済
ま
せ

く
だ
さ
い
。

記
帳
や
決
算
、
税
申
告
、
消
費
税

等
に
関
す
る
お
た
ず
ね
な
ど
も
、
お

気
軽
に
ど
う
ぞ
。

■
阿
蘇
税
務
署

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

７

・
２

２

ｏ
０

５

５

１

（阿
蘇
御
神
大
会
）

口
上
黙
公
子

堀
口
　
疎
仙

後
藤
　
信
子

松
野
　
笑
声

馬
源
　
馬
笑

日
本
　
ふ
司

渡
辺
　
や云
海

浦
塚
　
南

夭

沐

口

　

一
声

相
源
　
白
酔

沐
　
　
不
恙

上
丼
カロ
根
女

佐
藤
　
重
信

（老
人
ク
ラ
ブ
根
子
岳
会
）

佐
伯
　
昭
子

除

ロ
ウ
ミ
オ

佐
伯
み
ず

ほ

佐
伯
　
立
口弥

堀
口
寿
美
子

佐
伯
　

人ヽ
雄

堀
ロ
　
　
シ彩

ハ
ハ

平成 14年度 (平成 13年分所得)申告受付会場

日
地 区 名

会   場
9時～ 11時 13時～158寺

1日七鑢 野  尻  1 野尻2・ 尾下 1 野尻林業
センター

(呼 5-0211)

4日欄) 尾下2・ 河原 2 河  原  1 河原
老人憩いの家
(呼5-0240)

6日閃 車部 (社 倉 ) 草部(社倉以外)
車部基幹集落センター

(呼 4-0211)6日クЮ 芹 回 菅 由

7日困 永  野  原 下 切

8日 t鐵 矢  )華  田 中
」A草晋|∫」じ晋|`支:FF
(4-0231)

11日明) 洗 川 ・大 村 中 原 ・ 前 原

林業総合センター

(内線308・ 309)

12日 (匁 戸狩・井上・山鳥 小倉原・中国・西丁
13日篠
14日 ク特

上記相談日に

ご来場できなかつた方15日翻

日
地 区 名

会  場
9時～11時 138寺～ 15臓寺

18日編) 天 神 ・上 町 横 町

林業総合センター

(内線308・ 309)

9日 0総
所得税・消費税納税相談

阿蘇税務署

25日倒) 旭 選 村 山 。上 在

26日 (火 ) 日召 不日 下 町

27日体| 森 冬 野 ・津 留

28日体| 津  留  1 津  留  2 野尻林業
センター

(呼 5-0211)
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清潔を保つ③

入浴介助で体をきれいに (下 )

下半身は、安全のため座った状態で洗います。また、上半身と同様、残存機能を生か

すために、,先 える部分はなるべく自分で洗ってもらうようにします。陰部はだれでも遠

慮や抵抗感があるので、洗う際はよく説明をして了解を得るようにしましょう。

´
．

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
感
謝
状

観
光
地
高
森
自
然
公
園

を
清
掃

城
山
老
人
ク
ラ
ブ

（上
在
）
の
皆
さ
ん

●下半身の洗い方

下半身を洗う順序は、臀部⇒大腿部⇒膝⇒足 (指、

甲、裏、かかと)⇒陰部です。足の裏は、丸めたタオ

ルで力を入れて押し洗いを。足指の間、かかとなどは
あか

垢がたまりやすいのでよく洗うようにしましょう。

「足浴」で足を温めておくと汚れが落ちやすくなりま

す。

陰部は汚れやすいので細かいところも気をつけなが

ら洗いますが、あまり圧

迫を加えないようにして

ください。

白癬菌 (水虫)
などの感染防止の
ため、足と陰部を
同じタオル面で洗
わない。

●浴槽に入る

手すりや踏み台を使い、滑らないように注意して湯に

つかりましょう。濡れた体は滑りやすくつかみどころが

ないので気をつけてください。
―̂気に肩まで湯に入らずに胸までつかって様子を見

て、ゆっくりと肩までつかります (胸 までのほうが負担

は少ない)。 適温 (40℃前後)を守り、長湯は避けます。

お年寄りを一人にする場合も、万―に備えて浴室の中か

らカギをかけさせないようにし、ときどき声をかけて様

子を教ましょう。

●浴槽 を出る

お年より本人に、あがりたいか、もっとつかってい

たいかを尋ね、よければ浴槽から出ます。あが り湯

(シ ャワーでもよい)をかけ、全身をあらぶきして (湯

冷めを防ぐことができます)脱衣所に。

手すりは浴室だけではなく、脱衣所にも付けておく

と安心です。タオルで水気をふきとり、速やかに衣服

を着せます。湯冷めしないように気をつけ、水分の補

給もしてあげてください。

MemO.入 ,谷できなければシャワー,谷

浴槽の出入りが困難な場合は、シヤワー浴という

方法があります。背もたれつきのシャワーチェアに

座らせ、肩と腰にバスタオルをかけて、その上から

温かいシャワーをかけます。同時にお湯を張った大

きめの洗面器に足をつけておくと入浴気分力却未わえ

(足浴 )、足の汚れも落ちやすくなります。シャワー

浴も無理な場合は、手足の部分浴だけでもさっぱり

します。

ヽ
′ )

ヽ
1

（
“

´
>
〉〕`
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を
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●   ●

●   ●

桜
の
名
所
と
し
て

一
大
観
光
地
と

な

っ
た
高
森
峠
九
十
九
曲
が
り
自
然

公
園

（千
本
桜
）
一
帯
を
、
長
年
に

わ
た
り
草
刈
り
や
清
掃
活
動
に
協
力

し
て
い
る
城
山
老
人
ク
ラ
ブ
（馬
原

芳
隆
会
長
、
会
員
数
５２
人
）
の
皆
さ

ん
に
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

城
山
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
４５
年

の
設
立
当
初
か
ら
地
域
の
美
化
作
業

に
協
力
し
て
お
り
、
特
に
昭
和
５４
年

か
ら
は
毎
月
１
回
の
割
合
で
九
十
九

曲
が
り
の
道
路
の
清
掃
や
、自
然
公

園
内
の
下
刈
り
ｏ桜
の
木
の
手
入
れ

を
行

っ
て
い
ま
す
。

１
月
２５
日
の
定
例
会
で
は
、
午
前

９
時
か
ら
約
１
時
間
３０
分
か
け
て
、

桜
の
木
の
手
入
れ
や
空
き
缶
・ゴ
ミ

の
除
去
作
業
を
実
施
。
数
日
前
に

降

っ
た
雪
や
寒
さ
の
影
響
で
、道
路

上
は
凍
結
個
所
が
あ

っ
た
り
、
公
園

内
は
雪
が
残
っ
て
お
り
足
場
の
悪
い

中
、
急
斜
面
に
も
積
極
的
に
入
り
、

清
掃
作
業
に
精
を
出
し
て
い
ま
し

た
。感
謝
状
の
贈
呈
に
、
馬
原
会
長
は

「大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
や
町
の
た
め
に
続
け

て
い
き
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

◆
住
宅
の
概
要

●
下
町
Ａ
団
地

木
造
三
階
建
７８
・
４１
耐

（
一
般
住
宅
）

●
駅
前
団
地

木
造
平
屋
建
５８
・
９０
ぽ

（高
齢
者
・障
害
者
対
応
型
住
宅
）

◆
募
集
戸
数
　
各
１
戸

◆
家
賃
１
万
７
千
百
円
～
３
万
３
千
５
百
円

（収
入
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
）

な
お
、家
賃
の
他
に
共
益
費
２

千
円
、駐
車
場
代
５
百
円
を
徴
収

し
ま
す
。

◆
入
居
資
格
及
び
条
件

①
公
営
住
宅
法
に
規
定
す
る
入
居

資
格
者
に
該
当
す
る
方
（入
居
希

望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

ヽ
　
Ｏ
ノ

し

　
ヽ

②
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
方

◆
入
居
予
定
日

平
成
１４
年
４
月
１
日
以
降

◆
入
居
申
し
込
み

２
月
２５
日

（月
）

～
３
月
８
日

（金
）
ま
で

◆
選
考
方
法

申
込
者
か
ら
住
宅
に
困
窮
す

る
事
情
を
調
査
、
町
営
住
宅
入
居

審
査
会
で
各
所
用
事
項
を
厳
正

に
審
査
し
入
居
者
を
決
定
。

◎
問
い
合
わ
せ

役
場
　
建
設
課
　
建
築
係

ＴＥＬ
２
・
１
１
１
１
（内
線
１
４
３
）

町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

平
成
１４
年
３
月
完
成
予
定
の
下
町
Ａ
団
地
と
、

駅
前
団
地
の
入
居
者
を
左
記
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

高齢者や障害者にやさしいつくりの高森駅前団地

(7) (12)

▲
Ｔ
‥
‥
１
１
１
１
１

―

■

□

■



高
森
温
泉
館
で

棘書士のいただきまあ

おいしい食事でかぜ退治

かぜをひいた時は、 1に睡眠 (休養)、 2に保
温、そして栄養豊富な食事が健康の回復に重要

な働 きをしています。薬だけにたよらず、自分

の症状にあわせた食事をとって、早 く病気をな

おすようにしましょう。

かぜをひいた時の食事

発熱はからだを燃やしている証拠です。食欲がなけ

れば「食べられるものから選択」させます。にら粥は消

化機能の回復にも役立ちます。だし汁にごはん、にら、

ねぎを入れ、しょうゆで味を付け卵でとじます。しょう

が湯も飲むことで、のどの痛みを和らげ発汗作用を高

めます。

かぜのひき始めの時は・・・

鍋物など発汗作用があり体が温まる食事をします。

緑黄色野菜や、たんぱく質を多めにとるようにしま

しょう。

回復期は・・・

かぜをこじらせないように、たんぱく質や、ビタミン

Aや Cな ど病気の抵抗力を高める栄養素が含まれた料

理を積極的に食べます。

お す す め食 材

牛乳…栄養価が高く体の中に栄養を吸収しやすい。

大根…たんぱく質や脂肪などの消化を助ける。

人参…粘膜を丈夫にし、感染への抵抗力を高める。

生姜…においの成分が血行をよくする。

饉r`機磯藤́

´η傷褥颯硫驀罫ヽ
●   ●

●

２
０
０
２
年
の
幕
開
け
を
「高
森

温
泉
館
」
の
初
湯
で
楽
し
も
う
と
、

町
内
外
か
ら
大
勢
の
温
泉
フ
ア
ン
が

訪
れ
ま
し
た
。

午
前
０
時
の
合
図
で
２
０
０
２
年

を
祝
し
て
の
鏡
割
り
で
幕
を
開
け
、

樽
酒
の
ふ
る
ま
い
や
年
越
し
そ
ば
の

サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
ゆ
っ
く
り
と
初
湯
に
つ
か
り

一
年

間
の
健
康
を
祈
願
し
て
い
ま
し
た
。

大
広
間
で
は
、高
森
に
わ
か
保
存

会
に
よ
る

『初
笑
い
高
森
に
わ
か
』

で
、新
年
の
初
笑
い
を
存
分
に
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

高
森
温
泉
館
は
開
館
７
周
年
を
経

過
し
ま
し
た
。各
地
に
新
し
い
温
泉

館
が
建
設
さ
れ
、苦
戦
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
、従
業
員
の
知
恵
と
努
力
と

地
域
の
方
々
の
ご
利
用
に
よ
っ
て
ま

す
ま
す
繁
栄
す
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
も
の
で
す
。

熱がある時は・・・

熱が出て体温が高くなるので体の中の水分が失われ

ます。スープやお茶などでまめに水分補給をすること

が大切です。

危険運転致死傷罪に該当する行為

● アルコール又は薬物の影響により、正常な運転ができない状態で四

輪以上の自動車を走行させる行為。

● 進行を制御することが困難な高速度で、又は進行を制御する技能を

有しないで四輪以上の自動車を走行させる行為。

● 人又は車の通行を妨害する目的で、通行中の人又は車に著しく接近

し、かつ、重大な交通の危険を生じさせる速度で、四輪以上の自動

車を運転する行為。

● 赤色信号又はこれに相当する信号を無視し、かつ、重大な交通の危

険を生じさせる速度で四輪以上の自動車を運転する行為。

罰貝llは 。 ・ ・

● 人を死亡させた者は1年以上の有期懲役

● 人を負傷させた者は10年以下の懲役

●

輌鏑艤饉‐|                ‐――――――.‐――― ――‐ ―. _―  _   ‐  蝙

漑高編警察署だより靡 高森警察署 TEL 2-0110

(悪質かつ危険な運転行為により人を負傷 させた者に対する罰則の強化 )

された

しそばのサービ

〒869-1602 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168 高森町役場企画観光課 広報たかもり担当 岩下 徹
(11)

犯罪防止のた

から飲酒運転

散んだら来るな 乗るなら飲むな l

(8)

手づ(C)あやつ

んべ
■
■
′
し

□材料 (6人分 )
残りごはん2カ ップ、わかめ

10g、 ちりめんじゃこ25g、

ごま10g、 人参 50g、 砂糖

大さじ 1、 卵 1個、揚げ油

□作 り方

C)わかめは水で戻し、小さく切る。ちりめんじゃこは

から炒りし、人参はすりおろし絞っておく。

②①と残りごはん、ごま、砂糖、卵をよく混ぜ合わせ、

薄く延ばして揚げる。

食生活改善推進委員

甲斐ヤス子さん (草部北部)の作品

ヽ
■
１
１
■
＝
＝
ソ

で
１

１
ｌ
Ｊ
■
型

■
転
居
の
と
き
は

連
絡
く
だ
さ
い

広
報
た
か
も
り
が
宛
先
不

明
で
返
送
さ
れ
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
住
所
、

氏
名
の
変
更
な
ど
、
早
め
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
ふ
る
さ
と
へ
の
熱
い
想
い

お
寄
せ
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
や
近

況
報
告
、
た
か
も
り
の
発
展

に
役
立
つ
お
住
ま
い
の
街
の

紹
介
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
本
誌
で
紹
介
し
ま
す
。

■
広
報
郵
送
料
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

本
誌
は
毎
月
３
３
０
０
部

を
印
刷
し
、
町
内
配
布
と
共

に
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の

た
か
も
り
出
身
の
皆
様
に
も

お
送
り
し
て

「
ふ
る
さ
と
の

使
り
」
と
し
て
ご
愛
読
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

皆
様
方

の
ご
協
力
に
よ

り
、
本
年
度
は
約
９
万
円
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し

た
。
（寄
付

い
た
だ
い
た
方

は
お
名
前
を
紹
介
）

本
誌
は
郵
送

の
場
合
、

ｌ
ヶ
月
に
１
４
０
円
か
か
り

ま
す
。
（広
報
誌
代
は
別
）

引
き
続
き
、
現
金

（小
為

替
な
ど
）
や
、
９０
円
以
下
の

少
額
切
手
で
１
年
分
程
度
の

ご
寄
付
を
毎
年
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

たかもり出身の皆様ヘ 広報たかもり か らのお願い

瓢
薦祠・■| ヽ 鶉

藤

」
1‐11機醸 蓼

ャ
書

ｆ
．秦
遭
壌
、．

鶴

纏
薇
颯

畿

鰤

額

豪|||||1務 や ぉ滲にり轟20攣零慟

晰

´
‐‐ロ
ロｄ

「
　

′
ｇ
】

‐
t蝶| ‐‐|‐・鷲



修
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保健婦がら

あなたへの
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
―

さ
あ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
み
な

さ
ん
は
ま
だ
大
文
夫
で
す
か
？

な
ぜ
冬
に
流
行
す
る
の
で
し
ょ

う
か
？
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が

体
内
に
侵
入
す
る
に
は
、気
温
が
低

く
、空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
こ
と
が

好
都
合
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
冷
た

い
空
気
を
吸
い
こ
む
と
、鼻
や
気
管

の
血
管
が
収
縮
し
、
そ
こ
に
び

っ
し

せ
ん
も
う

り
と
生
え
る
繊
毛
（体
を
ホ
コ
リ
や

ウ
イ
ル
ス
、
細
菌
な
ど
か
ら
守

っ
て

く
れ
る
フ
ィ
ル
タ
ー
の
よ
う
な
働

●

き
を
す
る
）
の
働
き
が
鈍
く
な
り
、

ウ
イ
ル
ス
を
体
外
に
排
出
で
き
な
く

な
り
感
染
し
て
し
ま
い
ま
す
。

感
染
す
る
と
風
邪
と
は
違
い
、
強

い
全
身
症
状
を
引
き
起
こ
し
、
重
症

化
や
合
併
症
を
も
招
い
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
高
齢
者
の
場
合
、
自
覚

症
状
が
出
に
く

い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
「な
ん
と
な
く
、
い
つ
も
と
調
子

が
違
う
」
程
度
で
も
急
激
に
悪
化
す

る
こ
と
が
あ
る
の
で
早
め
に
受
診
す

る
よ
う
ｔ
が
け
ま
し
よ
う
。

●
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す

る
に
は
？

①
食
事

・
ス
ト
レ
ス
・
運
動

・
睡
眠

な
ど
に
注
意
し
免
疫
力
を
高
め
る

体
づ
く
り
に
努
め
ま
し
よ
う
。

②

ウ
イ
ル
ス
は
せ
き
や
く
し
ゃ
み
な

ど
に
よ
り
空
気
中
に
飛
び
散

っ
て

い
ま
す
の
で
人
ご
み
を
避
け
る
よ

う
に
し
ま
し
よ
う
。

③

ウ
イ
ル
ス
は
低
温
・低
湿
度
の
環

境
で
活
発
に
な
る
の
で
室
内
の
乾

燥
に
気
を
つ
け
ま
し
よ
う
。

④

マ
ス
ク
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
マ
ス

ク
に
よ
リ
ウ
イ
ル
ス
の
進
入
は
防

ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
の
ど

や
鼻
の
湿
度
を
保
つ
効
果
は
あ
り

ま
す
。

⑤
手
洗
い
と
う
が
い
に
よ
リ
ウ
イ
ル

ス
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
よ
う
。

●
も
し
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か

っ
て
し
ま

っ
た
ら
？

И
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口
　
＞
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発
症
後
３
日
日
ま
で
の
期
間
が
最

一
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●

　

一
刀

　

（
Ｕ

も
感
染
力
が
強
い
の
で
、外
出
を

一

部
　
一‐

控
え
安
静
に
し
充
分
な
睡
眠
を
と
　
　
袷

２

り

ま

し

ょ

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

鶏

　

Ｌ

②
体
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
室
温
を
　
　
鮮

２０
～
２２
度
に
保
つ
と
と
も
に
換
一
胸
署

気
に
も
心
が
け
ま
し
よ
う
。
　

　

一

Ｗ

虫
刀

‘
　

　

　

　

　

　

　

　

　

広

・】

③
乾
燥
し
て
い
る
と
呼
吸
器
を
い
た
　
　
蘇

一晴

め
る
の
で
湿
度
を
６０
～
７０
％
に
保
　
　
阿

・藤

ち

ま

し

よ
う

。

④
高
熱
に
よ
り
脱
水
症
状
に
な
り
や

す
い
の
で
、
こ
ま
め
に
水
分
を
補

給
し
ま
し
よ
う
。

⑤
消
化
が
良
く
、栄
養
の
あ
る
も
の

を
摂
り
ま
し
よ
う
。

■
保
健
福
祉
課
　
保
健
推
進
係

ＴＥＬ
２
・
１
１
１
１

（内
線
１
２
６
）

※
子
ど
も
の
火
遊
び
や
放
火
な
ど
に
よ
る
火

災
が
増
え
て
い
ま
す
。
家
の
周
り
は
整
理
整

頓
し
て
、
燃
え
や
す

い
物
な
ど
を
置
か
な

い

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

萎 雲 妻皇

●

レ
`口

L‐

癬 寒い季節『火の取り扱い』にご注意を !
この季節、どちらの家庭でも暖房器具が欠かすことのできない季節となりました。

暖房器具は取 り扱いや使用燃料も種類によって違います。

ス トーブ、ファンヒーター

日使用燃料 灯油、電気、ガス
■注意事項

C)給油する際は必ず消火する。

(給油中、燃料に引火する恐れがあります)

②給油燃料を間違えないように !

(灯油は無色透明、ガソリンは薄紅色)

③ l時間に1ヽ 2回部屋の換気をする。

(頭痛、めまい、一酸化炭素中毒の恐れ)
|(π:)近 くに燃えやすいものを置かない。

(衣類の乾燥などに使用しない)
(|ID小さな子どもがいるところはやけどに注意 !

(周 りに柵を設けたり、子どもを近づけない)

電気コタツ

■注意事項

①スイッチの切り忘れに注意 l

C)コ ンセント、配線の劣化に気をつける。

Oコ タツの中で衣類などの乾燥をしない。
(|||:1::||)使 用しないときはコンセントを抜いておく。

′
消防なんでも南部分署

(9)
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地元産

害

全
●

１２
月
２１
日
、南
阿
蘇
で
生
産
さ
れ

た
牛
肉
を
使

っ
た

「
サ
イ
コ
ロ
ス

テ
ー
キ
」
が
、
草
部
南
部
小

・
高
森

東
小

・
草
部
中

・高
森
東
中
学
校
の

学
校
給
食
に
登
場
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
牛
海
綿
状
脳
症

（Ｂ

・

Ｓ

・
Ｅ
）
で
不
況
が
続
く
中

「地
域

で
生
産
さ
れ
た
安
全

・
安
心
の
牛

肉
」
の
消
費
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
の
ひ
と
つ
。

南
阿
蘇
６
カ
町
村
の
助
成

で
、
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
間

に
３
回
程
度
地
元
産
牛
肉
を

購
入
し
、南
阿
蘇
の
各
小
中
学

校
の
献
立
に
盛
り
込
む
予
定
。

今
回
は
そ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

高
森
東
小
学
校
６
年
生
の

教
室
で
は
、
地
元
産
牛
肉
を

使

っ
た
サ
イ
コ
ロ
ス
テ
ー
キ

の
登
場
に
、
「
い
つ
も
の
給
食

の
肉
と
違
い
、
や
わ
ら
か
く
て

お
い
し
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
ま
た
６
年
生
Ｈ
人
中

５
人
の
家
庭
で
牛
を
飼

っ
て

お
り
、牛
海
綿
状
脳
症
に
よ
る

牛
肉
の
価
格
下
落
に
つ
い
て
、

●

害

尽
ｏ
牛
肉
ｔ

学
校
給
食

ヘ

「
早
く
元
に
戻

つ
て
ほ
し

い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

な
お
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
町

内
す
べ
て
の
小
中
学
校
で
実
施
し
、

３
ヶ
月
間
で
５４
万
円
の
助
成
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

１
月
１７
日
、
進
学
や
就
職
を
今
春

に
ひ
か
え
た
高
森
高
校
の
３
年
生
９０

人
が
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

一
　

こ
れ
は
社
会
生
活
で
必
要
な
税
の

一
仕
組
み
や
行
政
の
シ
ス
テ
ム
を
学
ぼ

う
と
い
う
も
の
で
、毎
年
こ
の
時
期

に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
生
徒

一
た
ち
は
、
役
場
内
の
仕
事
風
景
や
施

一
設
見
学
の
後
、
税
務
課
職
員
か
ら
税

■

の
説
明
、
町
総
務
課
長
か
ら
町
の
施

．
策
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
同
校
出
身
の
町
職
員
３
名

か
ら
、先
輩
社
会
人
と
し
て
の
体
験

談
の
発
表
が
あ
り
、
熱
心
に
聞
き

・
入
っ
て
い
ま
し
た
。

同
校
の
皆
さ
ん
は
こ
の
他
、
社
会

福
祉
施
設
で
の
社
会
生
活
体
験
や
奉

仕
活
動
等
で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
色
々
な
学
習
を
通
し

一

て
、
人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
若

一

い
力
を
大
い
に
発
揮
し
て
い
た
だ
き

一
た
い
も
の
で
す
。

高森東中給食共同調理場では、質のよい牛

子どもたちにおいしく食べてもらおうと、調理

にも一段と力が入ります。

●

∩

Ｖ

躍
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卒
業
を
前
に
稿
を
学
び
た
い
　
行
政
を
知
ιｌ
た
い

社
会
生
活
で
の
知
識
や
マ
十
１
を
学
び
た
い

高
森
高
校
の
３
年
生
が

役
場
訪
問
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